
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
報
道
さ
れ
て
か
ら
、
は
や
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
の
財
政
改
革
に
伴
う
痛
み
分
け

は
、
国
の
借
金
が
１
千
兆
円
と
聞
か
さ
れ
て
は
、
や
む
を

得
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
４
月
18
日
の
後
援
会

総
会
で
、
園
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
社
会

福
祉
法
人
め
ひ
の
野
園
に
対
す
る
補
助
金
も
年
々
厳
し
く

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
保
護
者
会
と
し
て
は
、

そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
め
ひ
の
野
園
と
と
も

に
歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
保
護
者
会
の
今
後
の
課
題
と
し
て
次
の
２
点
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
今
進
行
中
の
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
委
員
会
」
動
向

②
う
さ
か
寮
年
金
管
理
委
員
会
の
外
部
委
託

①
に
関
し
て
は
、
切
望
さ
れ
て
い
る
保
護
者
も
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
何
と
か
９
月
の
申
請
に
こ
ぎ
つ

け
れ
ば
よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
に
関
し
て
は
、
保
護
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
年
金
管

理
委
員
会
の
委
員
の
後
任
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

背
景
に
あ
り
ま
す
。
外
部
委
託
に
あ
た
っ
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
手
を
と
り
合
っ
て

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
園
と
保
護
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
何
と
か
が
ん
ば
っ
て
実
現
し
た
い
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

保
護
者
会
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

（
Ｈ
27・
２・
24
〜
Ｈ
27・５・
15
）敬
称
略

本
号
の
「
と
っ
て
お
き
・
め
ひ
の
」
に
も

紹
介
し
て
あ
る
が
、
五
月
十
七
日
〜
十
八
日

の
二
日
間
、
当
園
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利

用
者
た
ち
一
行
三
十
二
名
が
、
三
月
十
四
日

に
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
に
乗
っ
て
、「
北

陸
新
幹
線
で
行
く
東
京
の
旅
」
に
行
っ
て
き

た
。
行
程
に
つ
い
て
は
、
本
号
の
中
で
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
、
私

も
十
八
日
の
午
後
か
ら
東
京
で
会
議
が
あ
っ

た
た
め
、
二
日
目
の
行
程
の
「
浅
草
」
の
部

分
だ
け
一
時
間
程
、
彼
ら
と
合
流
し
た
。

「
浅
草
」
と
い
う
街
は
、
私
に
と
っ
て
大

変
思
い
出
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
が
ま
だ

学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
友
人
の
自
宅
が
あ
っ
た

た
め
、
何
十
回
と
訪
れ
た
街
で
あ
っ
た
。
当

日
は
、
会
議
の
開
始
時
刻
の
都
合
上
、
雷
門

で
合
流
し
、
仲
見
世
通
り
を
歩
い
て
宝
蔵
門

を
く
ぐ
り
、
東
京
で
最
も
古
い
寺
院
の
浅
草

寺
ま
で
の
参
道
を
、
小
一
時
間
程
か
け
て
利

用
者
た
ち
と
歩
い
た
。
学
生
だ
っ
た
当
時
と

全
く
変
わ
ら
な
い
風
景
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た

が
、大
き
く
違
う
点
が
二
点
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

雷
門
通
り
の
吾
妻
橋
側
に
そ
び
え
立
つ
「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

外
国
人
観
光
客
の
多
さ
で
あ
っ
た
。

時
間
が
許
せ
ば
、日
本
最
古
の
遊
園
地
「
浅

草
花
や
し
き
」
や
国
際
通
り
も
再
び
訪
れ
た

か
っ
た
。
し
か
し
、
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
な
つ
か
し
い
「
浅

草
」
の
街
で
、
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
　
　（
匡
記
）

（
Ｈ
27・
２・
28
〜
Ｈ
27・５・14
）敬
称
略

寄
付
金
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140

　
普
通
預
金
４
０
４
１
５
４
２

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

中
　
田
　
　
　
匡
 

富
山
市

富
山
短
期
大
学
 

富
山
市

め
ひ
の
野
園
後
援
会
 

富
山
市

石
　
橋
　
孝
　
史
 

富
山
市

佐
藤
理
容
院
 

富
山
市

富
山
市
仏
教
連
合
会
 

富
山
市

富
山
市
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
 

清
川
　
　
亨

 

本
江
　
　
裕

大
信
産
業
㈱
 

政
二
　
憲
作

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸 

高
岡
営
業
所
 定

広
　
　
聡

富
山
家
庭
裁
判
所
 

吉
村
　
和
子

 

古
賀
　
正
弘

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
や
ま
 

川
口
　
明
美

堤
商
事
㈱
 

市
川
　
　
正

㈱
ア
イ
ン
メ
デ
ィ
オ
 

佐
藤
　
展
宏

梅
の
花
　
富
山
店
 

庄
子
　
忠
雄

㈲
タ
イ
セ
イ 

ツ
ア
ー
ズ
 

長
峰
研
太
朗

富
山
西
警
察
署 

池
多
警
察
官
駐
在
所
 

松
浦
　
三
朗

西
金
屋
自
治
会
 

市
川
　
　
健

㈱
完
誠
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 

小
幡
　
完
治

 

上
原
　
　
哲

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱
 早

坂
　
　
均

㈱
日
本
道
路
案
内
標
識
 

入
野
　
愛
子

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
付
属
特
別
支
援
学
校
 

野
原
　
秀
年

 

野
﨑
　
美
保

富
山
県
呉
羽
青
少
年
自
然
の
家
 

中
橋
　
文
夫

 

谷
山
　
博
徳

日
本
海
建
興
㈱
 

福
田
　
貴
之

衆
議
院
議
員
田
畑
裕
明
　
秘
書
 

今
村
可
奈
子

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
や
ま
 

高
野
　
勝
洋

森
産
業
㈱
　
中
日
本
支
社
 

小
川
　
一
夫

北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱
 

小
瀬
　
亜
弓

富
士
産
業
㈱
　
富
山
事
業
部
 

小
川
　
一
英

㈱
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
 

藤
畑
　
正
志

富
山
第
一
銀
行
　
呉
羽
支
店
 

鳥
内
　
政
成

日
通
商
事
㈱
　
富
山
営
業
支
店
 

真
辺
　
謙
一

今
井
　
哲
治
（
保
護
者
会
会
長
）

　
飛
騨
市
か
ら
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
飛

騨
流
葉
牧
場
に
新
た
な
飛
騨
地
鶏
飼
育
用

鶏
舎
と
、
利
用
者
の
休
憩
用
の
プ
レ
ハ
ブ

ハ
ウ
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
事
業
完
了
の
報
告
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

飛
騨
市
の
助
成
に
よ
る
、飛
騨
流
葉
牧
場
の
鶏
舎
及
び
プ
レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス
の
整
備
完
了

表
紙
写
真
は
、
５
月
17
日
㈰
に
行
わ
れ
た
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
様
子
。
保
護
者
会
会
長
の
今
井
さ
ん（
写
真
上
右
）を
は
じ
め
、

保
護
者
会
の
皆
さ
ん
と
園
職
員
が
協
力
し
て
、
花
壇
の
整
備
や

溝
掃
除
、
藪
の
手
入
れ
な
ど
、
園
周
辺
の
環
境
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

鶏
　
舎

　
一
、総
事
業
費
　
３
，０
４
０
，８
０
０
円

　
一
、助
成
金
額
　
１
，０
０
０
，０
０
０
円

プ
レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス

　
一
、総
事
業
費
　
２
，５
９
２
，０
０
０
円

　
一
、助
成
金
額
　
１
，２
７
６
，５
６
０
円

　
消
防
法
施
行
令
の
改
正
で
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
、

火
災
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

が
入
所
す
る
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
は
、

面
積
に
関
係
な
く
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
に
あ
た
り
、「
平
成
26

年
度
富
山
市
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例

事
業
費
補
助
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
整
備
の
報
告
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　 共
同
生
活
援
助（
介
護
サ
ー
ビ
ス
包
括
型
）事
業
所

梨
の
木
苑

　い
わ
せ
の
Ａ
棟
・
Ｂ
棟「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
」整
備
完
了

　
一
、総
事
業
費
　
７
，６
３
５
，６
０
０
円

　
一
、補
助
金
額
　
５
，５
０
０
，０
０
０
円

プレハブハウス鶏　　舎スプリンクラーが設置された「いわせのA棟・Ｂ棟」

（1）　第104号　平成27年6月3日 第104号　平成27年6月3日 　（12）



３
月
28
日
㈯
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を

深
め
、
当
園
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
、
椎
茸
摘
み
取
り
体
験
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、呉
羽
吉
作
地
区
の
婦
人
会
「
三

水
会
」
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
大
人
15
名
、

子
供
３
名
が
参
加
さ
れ
、「
作
業
セ
ン
タ
ー

ふ
じ
な
み
」
を
見
学
し
た
後
、
ハ
ウ
ス
で

生
産
さ
れ
た
菌
床
椎
茸
の
摘
み
取
り
作
業

を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
各

国
で
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
、
世
界
中
で
「
自

閉
症
」
を
は
じ
め
と
す
る
「
発
達
障
害
」

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
よ
う
と
い
う
１
日
に

な
り
ま
し
た
。
東
京
タ
ワ
ー
や
通
天
閣
、

改
修
を
終
え
た
姫
路
城
も
ブ
ル
ー
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
。
富
山
県
で
は
富

山
城
や
タ
ワ
ー
111
、
五
箇
山
菅
沼
合
掌
造

り
集
落
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。（
写

真
右
参
照
）

富
山
県
内
に
お
け
る
活
動
と
し
て
は
、

当
日
の
朝
に
県
障
害
福
祉
課
、
と
や
ま
発

達
障
が
い
親
の
会
、
企
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
方
々
が
、
富
山
駅
を
利
用
さ
れ
る
通
勤
・

通
学
客
に
、
啓
発
の
チ
ラ
シ
や
記
念
品
の

配
布
を
行
い
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
か
ら

も
職
員
２
名
が
参
加
し
て
、
看
板
を
持
ち
、

チ
ラ
シ
を
配
っ
て
乗
客
の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。
新
し
く
な
っ
た
広
い
富
山
駅
の

構
内
で
は
、
乗
客
の
皆
さ
ん
が
チ
ラ
シ
や

ポ
ス
タ
ー
に
目
を
向
け
て
い
る
様
子
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

同
日
の
夜
に
は
青
い
光
で
照
ら
さ
れ
た

「
世
界
遺
産
五
箇
山
菅
沼
合
掌
造
り
集
落
」

に
お
い
て
、「
ち
ょ
っ
と
フ
シ
ギ
、
と
っ
て
も

ス
テ
キ
自
閉
症
・
発
達
障
が
い
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
う
さ
か
寮
東
施
設
長
と
富

山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
水
内
准
教
授
、

さ
ら
に
南
砺
市
の
田
中
市
長
の
３
名
に
よ

る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

左
の
写
真
は
、
今
年
５
月
に
発
行
さ
れ

た
、
南
砺
市
の
広
報
誌
で
す
。
表
紙
に
は
、

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
五
箇
山
合
掌

集
落
の
写
真
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
様
々
な
啓
発
活
動
に
よ
り
、
少

し
ず
つ
自
閉
症
へ
の
関
心
や
理
解
の
深
ま
り

を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
１
人
で
も
多
く
の
皆
さ

ん
が
、「
自
閉
症
」
や
「
発
達
障
害
」
に
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
、
同
じ
市
民
と
し
て
地
域
で

共
に
暮
ら
せ
る
社
会
が
実
現
す
れ
ば
と
切

に
願
い
ま
し
た
。

　（
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
り
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勇
） 椎茸摘み取り体験と、町内溝掃除を通して

～地域交流委員会～

椎
茸
摘
み
取
り
体
験
教
室
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
の

時
間
を
！

椎
茸
ハ
ウ
ス
に
移
動
後
、
い
よ
い
よ

摘
み
取
り
作
業
の
開
始
で
す
。「
ど
の

椎
茸
が
お
い
し
い
か
な
？
」「
こ
っ
ち

の
椎
茸
の
方
が
肉
厚
だ
よ
。」
と
、
皆

さ
ん
思
い
思
い
に
椎
茸
を
摘
み
取
っ
て

い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
近
所
に

作
業
所
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
た
が
、

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」、「
楽
し
く

作
業
が
で
き
て
、
感
動
し
た
。」
と
、

好
意
的
な
発
言
が
多
く
出
ま
し
た
。

め
ひ
の
野
園
地
域
交
流
委
員
会
で

は
、
夏
祭
り
や
、
り
ん
ど
う
祭
と
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
よ
う
な
地
域
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
う

機
会
を
増
や
し
、
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

肉
厚
で
お
い
し
い
椎
茸
を

た
く
さ
ん
摘
み
ま
し
た
！

「
地
域
貢
献
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
。」
と
、
住
吉
地
区
の
溝
掃
除
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
で
４
年
目
に
な

り
ま
す
。
今
で
は
町
内
の
皆
さ
ん
か
ら
も

頼
り
に
さ
れ
、
担
当
す
る
場
所
を
任
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
職
員

が
参
加
す
れ
ば
、
そ
の
分
地
域
の
方
の
手

助
け
に
な
る
と
思
い
、
数
日
前
か
ら
職
員

に
参
加
を
呼
び
か
け
、
当
日
は
早
朝
６
時

か
ら
の
開
始
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
交

流
委
員
を
始
め
、
多
く
の
職
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

１
時
間
半
の
作
業
を
終
え
る
と
、
溝
は

す
っ
か
り
き
れ
い
に
。
心
地
よ
い
汗
を
流

す
と
と
も
に
、
地
域
の
方
か
ら
は
感
謝
の

言
葉
を
も
ら
い
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
、

地
域
貢
献
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　（
地
域
交
流
委
員
長
　
般
若
　
敏
雄
）

４
月
５
日
㈰
住
吉
地
区
溝
掃
除
に
参
加
。

地
域
貢
献
で
、
溝
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
！

私
の
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
の一つ
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

毎
週
月
曜
日
に
放
送
さ
れ
て
い
る
、
プ
ロ
フェッ
シ

ョ
ナ
ル「
仕
事
の
流
儀
」が
あ
る
。
こ
の
番
組
で
は
、

毎
週
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
中
の
、

一
流
の
「
プ
ロ
」
の
仕
事
を
紹
介
し
て
お
り
、
そ

の
よ
う
な
方
々
の
仕
事
振
り
を
見
る
と
、
自
分

も
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と
刺
激
を
受
け

る
。過

去
の
放
送
で
「
二
人
の
清
掃
の
プ
ロ
」
と
い

う
特
集
が
あ
っ
た
。
一
人
目
は
二
年
連
続
で
「
世

界
一清
潔
な
空
港
」
に
選
ば
れ
た
羽
田
空
港
の
清

掃
社
員
の
方
で
、「
や
さ
し
い
心
で
、
清
掃
す
る
」

が
信
念
と
の
こ
と
。「
心
を
込
め
な
い
と
、
き
れ

い
に
で
き
な
い
。
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
常
に
考
え

る
こ
と
が
、
や
さ
し
さ
」
が
口
癖
と
言
っ
て
お
ら

れ
た
の
が
と
て
も
印
象
に
残
って
い
る
。

二
人
目
は
、
高
層
ビ
ル
な
ど
の
「
高
所
の
窓
ガ

ラ
ス
清
掃
」
を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
信
念
は
「
仕

事
を
怖
が
れ
」
常
に
命
の
危
険
と
隣
り
合
わ
せ

の
仕
事
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
安
全
管
理
を
徹
底

し
、
何
度
も
心
の
中
で
確
認
作
業
を
繰
り
返
す

初
心
者
の
よ
う
に
仕
事
を
す
る
と
い
う
の
だ
。

利
用
者
支
援
に
お
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言

え
る
と
思
う
。
支
援
に
慣
れ
て
、
利
用
者
へ
の

対
応
が
雑
に
な
って
は
、
利
用
者
の
成
長
に
は
繋

が
ら
な
い
。
初
心
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
丁

寧
に
利
用
者
と
接
し
て
い
け
ば
、
必
ず
利
用
者

の
成
長
に
繋
が
って
い
く
と
思
って
い
る
。

 
作業センターふじなみ

河合　佑太朗

今回の職員

めひの野園職員の
雑感コーナー

摘
み
取
り
の
前
に
、作
業
セ
ン
タ
ー
ふ
じ

な
み
食
堂
で
、
地
域
交
流
委
員
か
ら
挨
拶

と
説
明
が
あ
り
、そ
の
後
工
場
内
を
見
学
し

ま
し
た
。参
加
さ
れ
た
方
の
中
に
は
、
梨
農

家
の
方
も
お
ら
れ
て
、「
ど
の
よ
う
に
椎
茸

が
で
き
る
の
か
。」
と
、
興
味
津
々
な
様
子

で
し
た
。椎
茸
を
摘
み
取
る
ま
で
の
工
程

を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、め
ひ
の
野
園
の

利
用
者
が
普
段
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事
を

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

地域の方と協力して、溝を掃除しました。

体験教室で摘み取った椎茸は、
お持ち帰りいただきました。

菌床ブロックが並ぶ工場内
を見学しました。

ハウス内の菌床ブロックには、肉厚椎茸がびっしり。
たくさん摘み取っていただきました。

４月２日、ブルーライトアップされ、幻想的に彩られた五箇山菅沼合掌集落

合掌集落では、トークセッションが行われました。

地
域
交
流
の

広
め
よ
う
！

輪

４
月
２
日
は
、国
連
が
定
め
た
自
閉
症
啓
発
デ
ー この日何の日？

４２
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３
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茸
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。
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椎
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啓
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閉
症
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イ
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ア
ッ
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さ
れ
て
い
ま
す
。
富
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は
富

山
城
や
タ
ワ
ー
111
、
五
箇
山
菅
沼
合
掌
造

り
集
落
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
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。（
写

真
右
参
照
）

富
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２
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乗
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の
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や

ポ
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タ
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に
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様
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見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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青
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光
で
照
ら
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れ
た

「
世
界
遺
産
五
箇
山
菅
沼
合
掌
造
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集
落
」

に
お
い
て
、「
ち
ょ
っ
と
フ
シ
ギ
、
と
っ
て
も

ス
テ
キ
自
閉
症
・
発
達
障
が
い
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
う
さ
か
寮
東
施
設
長
と
富

山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
水
内
准
教
授
、

さ
ら
に
南
砺
市
の
田
中
市
長
の
３
名
に
よ

る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
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ま
し
た
。

左
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写
真
は
、
今
年
５
月
に
発
行
さ
れ

た
、
南
砺
市
の
広
報
誌
で
す
。
表
紙
に
は
、

ブ
ル
ー
ラ
イ
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ッ
プ
さ
れ
た
五
箇
山
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掌
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落
の
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真
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ま
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。
こ
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よ
う
に
、
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々
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啓
発
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り
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つ
自
閉
症
へ
の
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理
解
の
深
ま
り

を
感
じ
ら
れ
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よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
１
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で
も
多
く
の
皆
さ

ん
が
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自
閉
症
」
や
「
発
達
障
害
」
に
興
味
・

関
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を
持
っ
て
、
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地
域
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共
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暮
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す
れ
ば
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切
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し
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。

　（
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
り
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勇
） 椎茸摘み取り体験と、町内溝掃除を通して

～地域交流委員会～

椎
茸
摘
み
取
り
体
験
教
室
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
あ
い
の

時
間
を
！

椎
茸
ハ
ウ
ス
に
移
動
後
、
い
よ
い
よ

摘
み
取
り
作
業
の
開
始
で
す
。「
ど
の

椎
茸
が
お
い
し
い
か
な
？
」「
こ
っ
ち

の
椎
茸
の
方
が
肉
厚
だ
よ
。」
と
、
皆

さ
ん
思
い
思
い
に
椎
茸
を
摘
み
取
っ
て

い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
近
所
に

作
業
所
が
あ
る
の
は
知
っ
て
い
た
が
、

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
知
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。」、「
楽
し
く

作
業
が
で
き
て
、
感
動
し
た
。」
と
、

好
意
的
な
発
言
が
多
く
出
ま
し
た
。

め
ひ
の
野
園
地
域
交
流
委
員
会
で

は
、
夏
祭
り
や
、
り
ん
ど
う
祭
と
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、
こ
れ
か
ら
も
こ

の
よ
う
な
地
域
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
う

機
会
を
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茸
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献
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日々草：８０円（税込）

１つひとつのポットに土を入れるの
は利用者さんの仕事。

水をやり、肥料を入れ…手塩にかけて
育てた花は、やがてきれいに咲きます。

6月上旬から秋までがシーズンです。赤・白・ピンク等、彩り豊かです。

にちにちそう

フレンドリーショップ希望
〒930-0138 
富山市呉羽町 7026（アルビス呉羽東店敷地内）
　(076）434-2040

季節の花苗（栽培・堆肥部門）

　めひの野園のアンテナショップ「フレンド
リーショップ希望」から、採れたて新鮮なお
すすめ商品の紹介をしていきます！

今回の
イチオシ！

　「フレンドリーショップ希望」は、めひの野園の商品を
常設しているお店です。ここでしか買えないような商品を
取り揃え、地元の皆様に慣れ親しんでいただける店づくり
を心がけています。
　今回ご紹介した花苗は、フレンドリーショップ以外でも、
ウォーム・ワークやぶなみの栽培・堆肥部門ハウスの直
売所で販売しています。３０種類以上の花がお待ちして
いますので、こちらのほうにもぜひ足をお運びください。
　　　　　　　　　　　　販売促進委員会　浜松　志織

フレンドリーショップ希望の店先には、ウォー
ム・ワークやぶなみ栽培・堆肥部門で栽培さ
れた色とりどりの花が並び、お客様をお出迎え
しています。
花を育てている栽培・堆肥部門職員の般若
指導員に話を聞いてみました。「花の売上は利
用者さんの所得につながっています。きれいに
咲いている花が利用者さん一人ひとりの生活を
支えていることを忘れず、丁寧に、愛情を込めて
育てています。」
本物を作るというめひの野園のモットーのも

と、品質の向上にも力を入れています。花を購
入してくださったお客様に「きれいだね。」「丈夫
だね。」と言っていただくことが励みになってい
る、と般若指導員。
ガーデニングブームの今、きっとあなたもフ

レンドリーショップ希望でお気に入りの花に出
会うことができるはずです。

めひの野園  新規採用職員紹介
みしまの工房
はたおり班　生活支援員

浦田　茉耶
うら だ ま　や

　１０年間書道を続けてきた経験から、何事
にも妥協せずに取り組みます。
趣味：読書
特技：書道
抱負：利用者の皆さんが少しでも過ごしやす

くなるように一生懸命頑張ります。

２０１５

４
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18
日（
土
）朝
８
時
。

開
店
と
同
時
に
多
く
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が
店
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、
目
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パ
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を
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に
載
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て
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に
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る
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、「
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る
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」と
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が
入
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。
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と
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に
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大
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で
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員
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段

取
り
も
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数
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で
格
段
に
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く
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っ
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が
、
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用
者
に
も
大
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な
変

化
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う
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。
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来
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」
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で
話
を
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る
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子
が
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れ
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よ

う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
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、
店
頭
で
お
客
様
の

そ
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に
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み
寄
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て
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食
を
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り
、
ト
レ
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や
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グ
を
お
持
ち
で
な

い
お
客
様
に
声
を
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け
て
渡
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り
す

る
彼
ら
の
働
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見
て
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と
、
大
変

頼
も
し
く
、
こ
の
周
年
セ
ー
ル
や
日
々

の
積
み
重
ね
で
得
た
自
信
は
大
き
い
の

だ
と
感
じ
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
体
験
を
日
々
の
仕

事
の
中
で
よ
り
多
く
の
利
用
者
に
し
て

も
ら
う
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る

と
感
じ
た
７
周
年
セ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ

周
年
セ
ー
ル
は
大
盛
況
！

7周年！

やねのうえのガチョウ
店舗部門　職業指導員

毛利　優子
もうり ゆ うこ

　お客様、職員、利
用者間のコミュニケ
ーションを大切に
し、明るく魅力のあ
る店づくりに努めた
いと思います。
　日々、丁寧な接客
を心がけ、笑顔で頑
張ります！
趣味：料理、銭湯め

ぐり
特技：昔話絵本の読

み聞かせ

看護師

小野　千文
お　の ち ふ み

　何に対しても興味を持ち続け、利用者さん
と少しでもふれあう時間を作り、利用者さんの
事をもっと知りたい！と思っています。
趣味：華道、フラワーアレンジ、リース作り、

音楽・演劇鑑賞

春の苑　
生活介護班　生活支援員

松本　夏生
まつもと な つ き

　中学校、高校と運動部に所属していたので
運動が得意です。
趣味：ハンドボール
抱負：利用者の皆さんと笑顔で過ごしていき

たいと思います。よろしくお願いします。

春の苑　
生活介護班　生活支援員

酒井　百夏
さ か い も も か

　人と関わることが好きです。常に相手の立
場に立ち、利用者やご家族の笑顔を引き出せ
るように頑張りたいです。
趣味：洋服
特技：打楽器
抱負：笑顔を絶やさない

春の苑　
リサイクル班　生活支援員

伊藤　雄太
い とう ゆ う た

　中学校、高校と６年間野球をやってきまし
た。何事もあきらめずに頑張ります。
趣味：体を動かすこと、読書
特技：背が高いので高いところに手が届きます。
抱負：毎日楽しみながら、皆さんのサポート

が出来るように一生懸命頑張ります。

　富山県産小麦全粒粉生地にダイスカ
ットしたサツマイモを混ぜ込みました。
サツマイモがほんのり甘く、女性人気
の高いパンです。

パタート（１００円）
　富山県産小麦全粒粉生地と米粉生地
を合わせたパン。小麦の香ばしさと米
粉の甘さを感じるモチモチ感が特徴で
す。

ハートのモワチエ（６０円）

（
や
ね
の
う
え
の
ガ
チ
ョ
ウ
　
石
川
権
一
）

７
周
年
の
新
商
品
登
場
！

前
号
の
研
修
記
で
紹
介
し
た
、
西
川
シ
ェ
フ

の
レ
シ
ピ
か
ら
、２
種
類
の
パ
ン
が
登
場
！
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梨の木苑　春の一泊旅行
～北陸新幹線で行く東京
「お台場」と「東京スカイツリー」～

お花見
春の苑では４月９日にお花見に行ってきました。

サイクリングロードをのんびり散歩しながら地元の
神社まで行き、シートを敷いて日光浴。春の喜びを
みんなで分かち合いました。

地蔵祭
４月２４日（金）気持ちよく晴れた青空の下、地蔵
祭りが行われました。やぶなみ利用者・職員が参加し、
私たちの健康や仕事の様子を見守ってくださっている
お地蔵様にお参りをしました。住職さんの「見守って
くださっているお地蔵様の前を通る時はあいさつをしようね。」という言葉
に、皆さん元気よく返事をしていました。その清々しい表情を見て、今年
度も仲良く協力して作業に取り組み、楽しく過ごせますようにとお祈りしま
した。

1日目2日目
６：３５発の北陸新幹線はくたかに
乗って、いざ東京へ！

１０：３０
「東京湾アクアライン海ほたる」に到
着。穏やかな太平洋をバックに記念撮
影です。

５：３０
めひの野園出発

富山駅発

９：２０
東京駅着

１６：３０
ホテルチェックイン

２０：１５　ホテル着

１１：４０　
お台場散策。たくさんの番組のセット
や道具が見られました。

１７：００　浅草へ
ホテルから屋形船まで徒歩での移動中
に三社祭に遭遇！迫力ある神輿を間近
で見られました。

東武スカイツリーラインを利用しまし
た。浅草で園長と合流し記念撮影です。
観光客で混雑していましたが買い物、
参拝、昼食と十分に楽しんできました。

９：００　
東京スカイツリー・ソラマチ

８：４５　ホテル発

１４：５６　北陸新幹線はくたか
５５２号にて富山へ

１３：３０　ホテルチェックアウト

１５：１５　
江戸東京博物館で江戸時代にタイム
スリップ！味のある写真がたくさん撮
れました。

１７：４５　屋形船宴会。船からの夜
景と、アツアツの江戸前の天ぷら食べ
放題を満喫しました。

スカイツリーの第一展望台から、
東京の景色を眺めてきました。

１１：１５　浅草寺・仲見世・雷門

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
ガ
ン
ダ
ム

の
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り
ま

し
た
。携
帯
電
話
の
待
ち
受

け
画
面
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　（
利
用
者
Ｆ
さ
ん
）

昼食のトンテキを食べる頃には
さすがの皆さんにも疲れが見え
てきました。帰りの電車ではうとう
とと居眠りも。たくさん歩いて頑
張りました！

スカイツリーを背景に記念撮影しました！
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着。穏やかな太平洋をバックに記念撮
影です。

５：３０
めひの野園出発

富山駅発

９：２０
東京駅着

１６：３０
ホテルチェックイン

２０：１５　ホテル着

１１：４０　
お台場散策。たくさんの番組のセット
や道具が見られました。

１７：００　浅草へ
ホテルから屋形船まで徒歩での移動中
に三社祭に遭遇！迫力ある神輿を間近
で見られました。

東武スカイツリーラインを利用しまし
た。浅草で園長と合流し記念撮影です。
観光客で混雑していましたが買い物、
参拝、昼食と十分に楽しんできました。

９：００　
東京スカイツリー・ソラマチ

８：４５　ホテル発

１４：５６　北陸新幹線はくたか
５５２号にて富山へ

１３：３０　ホテルチェックアウト

１５：１５　
江戸東京博物館で江戸時代にタイム
スリップ！味のある写真がたくさん撮
れました。

１７：４５　屋形船宴会。船からの夜
景と、アツアツの江戸前の天ぷら食べ
放題を満喫しました。

スカイツリーの第一展望台から、
東京の景色を眺めてきました。

１１：１５　浅草寺・仲見世・雷門

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
ガ
ン
ダ
ム

の
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
り
ま

し
た
。携
帯
電
話
の
待
ち
受

け
画
面
に
し
ま
し
た
。

　
　
　
　（
利
用
者
Ｆ
さ
ん
）

昼食のトンテキを食べる頃には
さすがの皆さんにも疲れが見え
てきました。帰りの電車ではうとう
とと居眠りも。たくさん歩いて頑
張りました！

スカイツリーを背景に記念撮影しました！
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めひの野園後援会 総会 開催
　4月18日（土）午前9時30分より、めひの野園後援会総会が開催されました。
　総会には、五十嵐務会長（富山県議会議員）、村家博会長代理（富山市議会議員）のほか、吉田勉富山県議会議員、田畑裕明衆議
院議員秘書今村可奈子様も出席され、平成26年4月～27年3月までの決算報告、平成27年度以降のめひの野園の事業計画が説明
されました。
　会計報告は下記の通りです。

2014年度めひの野園　後援会決算書 会 員 数

後援会費 1,429,284
預金利息 211
 
　小　　計 1,429,495

 
前年度繰越金 67,193
　合　　計 1,496,688

一般会員 328件 943,784円

団体会員 53件 485,500円

　合計 381件 1,429,284円

印刷代 43,200 後援会費振込用紙印刷

諸費用 1,869 切手・封筒代

  
　小　　計 45,069 

本部経理区分へ 1,400,000 
当期繰越金 51,619 
　合　　計 1,496,688 

単位：円

１．私たちは、見色明心を教えとし、障がい者の幸せのために、一生懸命努力します。　
　　「見色明心」とは　　眼に入った色を見て、わが心がどういうものかを明らかにすること。
　　　　　　　　　　　つまり、ある時に見たり、聞いたり、嗅いだり、味わったり、触れたりする何かが全てを気付かしてくれる。

２．私たちは、誠意を尽くして事にあたります。
　　至誠にして動かざる者は、未だこれ有らざるなり。　－孟子－
　　　意味は　誠意を尽くして事にあたれば、どのようなものでも必ず動かすことができる。

３．私たちは、夢を持ちます。
　　夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし。故に、夢なき者に成功なし。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－吉田松陰－
　　　
４．私たちは、利他を積み重ねます。
　　「利他」とは　　①　他人に利益となるように図ること。自分のことよりも他人の幸福を願うこと。
　　　　　　　　　②　人々に功徳・利益を施して救済すること。

５．私たちは、活機力を磨き、福祉のプロを目指します。
　　「活機」とは　　①　生き生きとした動き。
　　　　　　　　　②　あらゆる限界を超えて、天地の‘‘はたらき,,を自己に引き寄せて活かすこと。

６．私たちは、５Ｓ活動を定着化します。
　　「５Ｓ」とは　　　・整理（いらないものを捨てる）
　　　　　　　　　　・整頓（決められた物を決められた場所に置き、いつでも取り出せる状態にしておく。）
　　　　　　　　　　・清掃（常に掃除をして、職場を清潔に保つ。）
　　　　　　　　　　・清潔（整理・整頓・清掃を維持する。）
　　　　　　　　　　・躾　（決められたルール・手順を正しく守る習慣をつける。）

７．私たちは、法人及び事業所の経営改革に積極的に、かつ、先駆的に取り組みます。
　　（1） 「経営の４本柱」とは　　・マーケティング　　・労務管理　　・財務管理　　・サービス管理
　　（2） 「経営の５大資源」とは　・人的資源（ひと）　　・物的資源（もの）　　・財務的資源（かね）　
　　　　　　　　　　　　　   　・時間的資源（とき）　　・情報的資源（しらせ）

８．私たちは、笑顔・挨拶・礼儀を心がけ、報告・連絡・相談を徹底します。

９．私たちは、危機管理意識を常に持ちます。

2015年度 めひの野園 品質方針

１．   まだ手が差し伸べられていない人たちに手を差し伸べ、その障がいをよく理解し、心の扉を開いてもらえる
よう歩み寄ります。

２．  自閉症の人たちへの関わりのあり方と、関わりを通した理解のあり方について、常に研鑚を積みます。

３．  処遇が困難とされる自閉症の人たちに、相談支援の場、生活支援の場、就労支援の場及び地域支援の場を
提供し、生涯を通した総合的な療育・援助を行います。

４．  障がい者に対して、事業計画書にそって地道な実践を積み上げ、一人ひとりが地域社会において共生できる
ように支援します。

2015年度（福）めひの野園事業計画

 （1） 事業名　　　障害児（者）相談支援事業所「めひの自閉症地域生活支援センター」の建築
　　所在地　　　富山市西金屋字高山6696番地8
　　構造等　　　木造鋼板葺平家建（相談室2室完備）
　　　　　　　　　建築面積　　70.80㎡
　　　　　　　　　延床面積　　65.84㎡
　　内容・用途　 昨年10月1日より事業を開始した上記センターを、昨年度北陸電力（株）より買い上げた土地に、新たに建築するもの

である。
　　　　　　　　指定計画相談支援及び指定障害児相談支援を提供する。
　　事業費等　　建築工事費　　　　　　　　　　　 　23,868,000円
　　　　　　　　工事設計・監理費　　　　　　　　　　　594,000円
　　　　　　　　　　
 （2） 事業名　　　地域活動支援センター「飛騨流葉牧場」の開設
　　所在地　　　岐阜県飛騨市神岡町伏方字杉ヶ沢1922番地
　　内容・用途　 当園では、2011年度から飛騨流葉牧場及びウォーム・ワークやぶなみにおいて「飛騨地鶏研究クラブ」の事業を引き

継ぎ、障がい者の就労支援の一環として、飛騨地鶏の育成から加工・販売までの作業を行っている。地鶏肉の販売に
至るまでには数多くの工程があるとともに、同じ作業が毎日継続して提供できるため、障がい者の作業種目としては
最も適していると考えている。2012年8月には「地鶏肉特定JAS規格」も取得し、事業もより一層拡大が見込め、今後作
業も安定供給出来るものと期待される。

　　　　　　　　また、薪ストーブ用薪の製造作業を富山市内の建設業者及び飛騨市森林組合から受注し、年間約120トン生産している。
　　　　　　　　そして、昨年度からは、上記作業に3名の障がい者が携っており、今年度も5名程度の増加が見込まれている。
　　　　　　　　よって、今般、2013年4月に開校された岐阜県立飛騨吉城特別支援学校の卒業生の受け皿、及び飛騨市内における在

宅の障がい者の就労の場として、障害者総合支援法に基づく地域活動支援センターの開設を計画した次第である。
　　事業費等　　飛騨市所有土地購入費　　 8,371㎡（約2,536坪）　　7,800,000円（概算）
　　　　　　　　井戸堀削工事費等　　　　　　　　　　　　　　　2,000,000円（概算）
　　　　　　　　休憩室用プレハブ建築工事費　　　　　　　　　　 2,592,000円
　　補助金等　　上記プレハブ建築工事費に係る飛騨市補助金　　　 1,276,560円（決定）

 （3） 事業名　　　「やねのうえのガチョウ」パン焼成用電気オーブンの整備
　　所在地　　　富山市呉羽町2164番地9
　　内容・用途　 現在使用している電気オーブンが老朽化し、窯内の温度調節やタイマーの故障等の不備が出ていることにより、商品

に焼きむらが発生する等の不具合が発生している。
　　　　　　　　よって、新たな機器と入れ替えることにより、より質の高い商品づくりが可能になり、売上の伸びが見込まれることで、

利用者工賃の向上が期待される。
　　事業費等　　電気オーブン整備費（既存機撤去・据付費等含む。）　 2,824,200円
　　補助金等　　（福）富山県共同募金会助成金　　　　　　　　　　2,000,000円（決定）

（1）就労継続支援B型事業所「飛騨流葉牧場」の開設

（2）自閉症総合援助センター実現のために、施設及び事業所の機能の整理と新たな機能の付加を行う。

 ろっ こん

　障がい者一人ひとりが、地域社会において共生できるように、彼らが利用できるサービスを充実し、一層の推進を図ることを目的として、下記の事
業を計画している。
　また、地域に根ざし、障がい者のニーズに即した事業所づくり、福祉サービスの提供にこれまで以上に努め、「地域に開かれた社会福祉法人」と
なれるよう戦略的経営の実現を図る。

1.　2015年度事業計画

2.　2016年度以降の事業計画

（期間　2014．4．１～2015．3．31）

収　入　の　部 支　出　の　部

2015年度 めひの野園 基本方針

けんしきみょうしん
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めひの野園後援会 総会 開催
　4月18日（土）午前9時30分より、めひの野園後援会総会が開催されました。
　総会には、五十嵐務会長（富山県議会議員）、村家博会長代理（富山市議会議員）のほか、吉田勉富山県議会議員、田畑裕明衆議
院議員秘書今村可奈子様も出席され、平成26年4月～27年3月までの決算報告、平成27年度以降のめひの野園の事業計画が説明
されました。
　会計報告は下記の通りです。

2014年度めひの野園　後援会決算書 会 員 数

後援会費 1,429,284
預金利息 211
 
　小　　計 1,429,495

 
前年度繰越金 67,193
　合　　計 1,496,688

一般会員 328件 943,784円

団体会員 53件 485,500円

　合計 381件 1,429,284円

印刷代 43,200 後援会費振込用紙印刷

諸費用 1,869 切手・封筒代

  
　小　　計 45,069 

本部経理区分へ 1,400,000 
当期繰越金 51,619 
　合　　計 1,496,688 

単位：円

１．私たちは、見色明心を教えとし、障がい者の幸せのために、一生懸命努力します。　
　　「見色明心」とは　　眼に入った色を見て、わが心がどういうものかを明らかにすること。
　　　　　　　　　　　つまり、ある時に見たり、聞いたり、嗅いだり、味わったり、触れたりする何かが全てを気付かしてくれる。

２．私たちは、誠意を尽くして事にあたります。
　　至誠にして動かざる者は、未だこれ有らざるなり。　－孟子－
　　　意味は　誠意を尽くして事にあたれば、どのようなものでも必ず動かすことができる。

３．私たちは、夢を持ちます。
　　夢なき者に理想なし、理想なき者に計画なし、計画なき者に実行なし、実行なき者に成功なし。故に、夢なき者に成功なし。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－吉田松陰－
　　　
４．私たちは、利他を積み重ねます。
　　「利他」とは　　①　他人に利益となるように図ること。自分のことよりも他人の幸福を願うこと。
　　　　　　　　　②　人々に功徳・利益を施して救済すること。

５．私たちは、活機力を磨き、福祉のプロを目指します。
　　「活機」とは　　①　生き生きとした動き。
　　　　　　　　　②　あらゆる限界を超えて、天地の‘‘はたらき,,を自己に引き寄せて活かすこと。

６．私たちは、５Ｓ活動を定着化します。
　　「５Ｓ」とは　　　・整理（いらないものを捨てる）
　　　　　　　　　　・整頓（決められた物を決められた場所に置き、いつでも取り出せる状態にしておく。）
　　　　　　　　　　・清掃（常に掃除をして、職場を清潔に保つ。）
　　　　　　　　　　・清潔（整理・整頓・清掃を維持する。）
　　　　　　　　　　・躾　（決められたルール・手順を正しく守る習慣をつける。）

７．私たちは、法人及び事業所の経営改革に積極的に、かつ、先駆的に取り組みます。
　　（1） 「経営の４本柱」とは　　・マーケティング　　・労務管理　　・財務管理　　・サービス管理
　　（2） 「経営の５大資源」とは　・人的資源（ひと）　　・物的資源（もの）　　・財務的資源（かね）　
　　　　　　　　　　　　　   　・時間的資源（とき）　　・情報的資源（しらせ）

８．私たちは、笑顔・挨拶・礼儀を心がけ、報告・連絡・相談を徹底します。

９．私たちは、危機管理意識を常に持ちます。

2015年度 めひの野園 品質方針

１．   まだ手が差し伸べられていない人たちに手を差し伸べ、その障がいをよく理解し、心の扉を開いてもらえる
よう歩み寄ります。

２．  自閉症の人たちへの関わりのあり方と、関わりを通した理解のあり方について、常に研鑚を積みます。

３．  処遇が困難とされる自閉症の人たちに、相談支援の場、生活支援の場、就労支援の場及び地域支援の場を
提供し、生涯を通した総合的な療育・援助を行います。

４．  障がい者に対して、事業計画書にそって地道な実践を積み上げ、一人ひとりが地域社会において共生できる
ように支援します。

2015年度（福）めひの野園事業計画

 （1） 事業名　　　障害児（者）相談支援事業所「めひの自閉症地域生活支援センター」の建築
　　所在地　　　富山市西金屋字高山6696番地8
　　構造等　　　木造鋼板葺平家建（相談室2室完備）
　　　　　　　　　建築面積　　70.80㎡
　　　　　　　　　延床面積　　65.84㎡
　　内容・用途　 昨年10月1日より事業を開始した上記センターを、昨年度北陸電力（株）より買い上げた土地に、新たに建築するもの

である。
　　　　　　　　指定計画相談支援及び指定障害児相談支援を提供する。
　　事業費等　　建築工事費　　　　　　　　　　　 　23,868,000円
　　　　　　　　工事設計・監理費　　　　　　　　　　　594,000円
　　　　　　　　　　
 （2） 事業名　　　地域活動支援センター「飛騨流葉牧場」の開設
　　所在地　　　岐阜県飛騨市神岡町伏方字杉ヶ沢1922番地
　　内容・用途　 当園では、2011年度から飛騨流葉牧場及びウォーム・ワークやぶなみにおいて「飛騨地鶏研究クラブ」の事業を引き

継ぎ、障がい者の就労支援の一環として、飛騨地鶏の育成から加工・販売までの作業を行っている。地鶏肉の販売に
至るまでには数多くの工程があるとともに、同じ作業が毎日継続して提供できるため、障がい者の作業種目としては
最も適していると考えている。2012年8月には「地鶏肉特定JAS規格」も取得し、事業もより一層拡大が見込め、今後作
業も安定供給出来るものと期待される。

　　　　　　　　また、薪ストーブ用薪の製造作業を富山市内の建設業者及び飛騨市森林組合から受注し、年間約120トン生産している。
　　　　　　　　そして、昨年度からは、上記作業に3名の障がい者が携っており、今年度も5名程度の増加が見込まれている。
　　　　　　　　よって、今般、2013年4月に開校された岐阜県立飛騨吉城特別支援学校の卒業生の受け皿、及び飛騨市内における在

宅の障がい者の就労の場として、障害者総合支援法に基づく地域活動支援センターの開設を計画した次第である。
　　事業費等　　飛騨市所有土地購入費　　 8,371㎡（約2,536坪）　　7,800,000円（概算）
　　　　　　　　井戸堀削工事費等　　　　　　　　　　　　　　　2,000,000円（概算）
　　　　　　　　休憩室用プレハブ建築工事費　　　　　　　　　　 2,592,000円
　　補助金等　　上記プレハブ建築工事費に係る飛騨市補助金　　　 1,276,560円（決定）

 （3） 事業名　　　「やねのうえのガチョウ」パン焼成用電気オーブンの整備
　　所在地　　　富山市呉羽町2164番地9
　　内容・用途　 現在使用している電気オーブンが老朽化し、窯内の温度調節やタイマーの故障等の不備が出ていることにより、商品

に焼きむらが発生する等の不具合が発生している。
　　　　　　　　よって、新たな機器と入れ替えることにより、より質の高い商品づくりが可能になり、売上の伸びが見込まれることで、

利用者工賃の向上が期待される。
　　事業費等　　電気オーブン整備費（既存機撤去・据付費等含む。）　 2,824,200円
　　補助金等　　（福）富山県共同募金会助成金　　　　　　　　　　2,000,000円（決定）

（1）就労継続支援B型事業所「飛騨流葉牧場」の開設

（2）自閉症総合援助センター実現のために、施設及び事業所の機能の整理と新たな機能の付加を行う。

 ろっ こん

　障がい者一人ひとりが、地域社会において共生できるように、彼らが利用できるサービスを充実し、一層の推進を図ることを目的として、下記の事
業を計画している。
　また、地域に根ざし、障がい者のニーズに即した事業所づくり、福祉サービスの提供にこれまで以上に努め、「地域に開かれた社会福祉法人」と
なれるよう戦略的経営の実現を図る。

1.　2015年度事業計画

2.　2016年度以降の事業計画

（期間　2014．4．１～2015．3．31）

収　入　の　部 支　出　の　部

2015年度 めひの野園 基本方針

けんしきみょうしん

（9）　第104号　平成27年 6月3日 （8）
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子
 

富
山
市

片
　
田
　
　
　
弘
 

魚
津
市

中
　
田
　
征
　
夫
 

中
新
川
郡

笹
　
谷
　
　
　
守
 

富
山
市

ホ
ー
チ
キ
㈱
富
山
営
業
所
 

富
山
市

安
　
元
　
明
　
美
 

射
水
市

森
　
川
　
清
　
司
 

滑
川
市
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（
Ｈ
27・
３・
20
〜
Ｈ
27・４・
28
）敬
称
略

後
援
会
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140

　
普
通
預
金
４
２
５
０
５
９
０

　
め
ひ
の
野
園
後
援
会

岩
　
見
　
健
　
志
 

富
山
市

竹
　
本
　
潔
　
史
 

富
山
市

大
　
村
　
桂
　
子
 

富
山
市

斉
　
藤
　
初
　
枝
 

富
山
市

川
　
口
　
清
　
治
 

高
岡
市

倉
　
本
　
八
七
子
 

滑
川
市

冨
　
田
　
好
　
子
 

南
砺
市

山
　
本
　
幸
　
一
 

中
新
川
郡

嶋
　
田
　
道
　
子
 

富
山
市

小
　
川
　
敏
　
朗
 

富
山
市

高
　
山
　
敏
　
明
 

高
岡
市

近
　
岡
　
佳
　
彦
 

富
山
市

牧
　
野
　
芳
　
子
 

砺
波
市

牧
　
野
　
健
　
治
 

砺
波
市

田
　
中
　
健
　
治
 

富
山
市

青
　
山
　
和
　
子
 

富
山
市

青
　
山
　
信
　
一
 

富
山
市

米
　
島
　
忠
　
義
 

富
山
市

青
　
山
　
政
　
信
 

富
山
市

田
　
中
　
和
　
子
 

富
山
市

田
　
中
　
千
　
春
 

富
山
市

有
　
岡
　
美
恵
子
 

富
山
市

長
　
井
　
悦
　
子
 

富
山
市

長
　
井
　
秀
　
峰
 

富
山
市

池
　
田
　
勝
　
哉
 

富
山
市

長
　
井
　
憲
　
治
 

富
山
市

竹
　
内
　
昭
　
男
 

富
山
市

竹
　
内
　
紀
　
子
 

富
山
市

中
　
橋
　
修
　
三
 

富
山
市

酒
　
井
　
敬
　
一
 

富
山
市

山
　
崎
　
純
　
一
 

富
山
市

林
　
　
　
久
　
義
 

射
水
市

㈱
門
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
 

富
山
市

丸
　
山
　
正
恵
子
 

富
山
市

塚
　
田
　
智
恵
子
 

富
山
市

山
　
下
　
春
　
男
 

富
山
市

㈲
三
和
防
災
工
業
 

中
新
川
郡

東
洋
ゴ
ム
北
陸
販
売
㈱
 

富
山
市

㈱
シ
ー
・
エ
ー
・
ピ
ー
 

富
山
市

長
　
井
　
来
志
子
 

南
砺
市

島
　
田
　
邦
　
雄
 

高
岡
市

松
　
井
　
　
　
昇
 

高
岡
市

木
　
下
　
忠
　
男
 

岐
阜
県
飛
騨
市

島
　
田
　
知
　
明
 

射
水
市

島
　
田
　
礼
　
子
 

射
水
市

岩
　
永
　
咲
　
子
 

富
山
市

橘
　
　
　
三
　
雄
 

富
山
市

岩
　
永
　
　
　
勇
 

富
山
市

橘
　
　
　
依
　
子
 

富
山
市

小
　
俣
　
幸
　
夫
 

高
岡
市

柴
　
田
　
喜
代
美
 

小
矢
部
市

柴
　
田
　
暢
　
宏
 

小
矢
部
市

㈱
中
曽
根
造
園
 

富
山
市

柴
　
田
　
智
　
子
 

小
矢
部
市

今
　
井
　
哲
　
治
 

富
山
市

熊
　
膳
　
　
　
勇
 

富
山
市

熊
　
本
　
美
智
子
 

富
山
市

原
　
田
　
秀
　
雄
 

高
岡
市

中
　
川
　
和
　
子
 

中
新
川
郡

佐
　
藤
　
友
　
恵
 

中
新
川
郡

佐
　
藤
　
崇
　
之
 

中
新
川
郡

島
　
田
　
弘
　
義
 

高
岡
市

㈲
坂
東
設
備
 

射
水
市

角
　
　
　
　
　
茂
 

富
山
市

古
　
野
　
　
　
清
 

富
山
市

奥
　
井
　
敬
　
志
 

富
山
市

小
　
林
　
義
　
春
 

富
山
市

浅
　
田
　
為
　
久
 

高
岡
市

中
　
山
　
圭
　
三
　
 

富
山
市

斉
　
藤
　
三
　
雄
 

富
山
市

笹
　
山
　
惠
　
子
 

富
山
市

田
　
中
　
秀
　
明
 

射
水
市

福
　
田
　
博
　
之
 

射
水
市

鳥
　
辺
　
由
美
子
 

魚
津
市

藤
　
井
　
正
　
利
 

富
山
市

中
　
村
　
正
　
弘
 

富
山
市

米
　
田
　
五
百
子
 

高
岡
市

大
　
角
　
治
　
雄
 

富
山
市

吉
　
田
　
　
　
勉
 

富
山
市

外
　
山
　
経
　
子
 東

京
都
八
王
子
市

田
　
中
　
勝
　
昭
 

富
山
市

富
山
縣
護
國
神
社
 

富
山
市

吉
　
田
　
美
　
雪
 

高
岡
市

高
柳
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
 

富
山
市

泉
商
事
㈱
 

石
川
県
金
沢
市

野
上
浩
太
郎
後
援
会
 

富
山
市

増
　
田
　
豊
　
一
 

富
山
市

㈱
三
久
技
研
 

富
山
市

㈲
新
響
社
 

富
山
市

サ
カ
ヰ
産
業
㈱
 

富
山
市

中
　
田
　
敬
　
子
 

富
山
市

中
　
田
　
直
　
美
 

富
山
市

一
　
川
　
利
　
昭
 

氷
見
市

藤
　
森
　
紀
　
子
 

高
岡
市

土
　
居
　
　
　
篤
 

高
岡
市

川
原
田
　
敏
　
子
 

富
山
市

松
　
本
　
　
　
恵
 

氷
見
市

福
　
田
　
　
　
孜
 

富
山
市

加
　
納
　
　
　
裕
 

射
水
市

島
石
油
㈱
 

射
水
市

㈱
ユ
ニ
オ
ン
ラ
ン
チ
 

富
山
市

山
口
書
店
 

富
山
市

中
　
田
　
圭
　
三
 

富
山
市

寺
　
岡
　
し
の
ぶ
 

富
山
市

島
　
倉
　
孝
　
子
 

富
山
市

般
　
若
　
敏
　
雄
 

高
岡
市

丸
果
㈱
高
岡
青
果
市
場
 

高
岡
市

㈱
ダ
ス
キ
ン
北
陸
小
杉
営
業
所

 

射
水
市

髙
　
野
　
せ
つ
子
 

富
山
市

八
　
木
　
信
　
一
 

富
山
市

森
産
業
㈱
 

石
川
県
金
沢
市

高
　
橋
　
　
　
豊
 

富
山
市

宮
　
袋
　
芳
　
浩
 

射
水
市

青
　
山
　
光
　
夫
 

中
新
川
郡

坂
　
本
　
虎
　
之
 

射
水
市

北
陸
フ
ジ
ク
リ
ー
ン
㈱
 

富
山
市

北
　
　
　
容
　
子
 

射
水
市

関
　
原
　
済
　
業
 

富
山
市

石
　
橋
　
恵
美
子
 

富
山
市

野
　
上
　
　
　
進
 

富
山
市

高
　
野
　
誠
　
一
 

富
山
市

川
　
辺
　
　
　
昇
 

富
山
市

赤
　
澤
　
友
　
子
 

射
水
市

布
　
澤
　
恭
　
子
 

富
山
市

平
　
野
　
道
　
子
　
 

射
水
市

小
　
栗
　
晨
　
一
 

高
岡
市

小
　
栗
　
英
　
和
 

高
岡
市

田
　
中
　
秀
　
樹
 

富
山
市

阿
　
部
　
敬
　
三
 

富
山
市

堀
　
　
　
甚
　
一
 

富
山
市

大
　
浦
　
五
　
一
 

富
山
市

安
　
田
　
成
　
典
 

中
新
川
郡

富
山
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
 

富
山
市

谷
　
井
　
光
　
昭
 

富
山
市

荒
　
谷
　
良
　
子
 

富
山
市

吉
　
倉
　
満
智
子
 

魚
津
市

山
　
下
　
ま
す
ゑ
 

南
砺
市

熊
　
本
　
賢
　
一
 

富
山
市

岩
　
崎
　
　
　
彰
 

富
山
市

石
　
田
　
千
枝
子
 

富
山
市

堀
　
澤
　
節
　
子
 

富
山
市

稲
　
垣
　
昌
　
人
 

富
山
市

高
　
緑
　
千
　
苗
 

滑
川
市

廣
　
田
　
美
千
代
 

富
山
市

石
　
川
　
権
　
一
 

富
山
市

鈴
　
木
　
　
　
勇
 

富
山
市

上
　
野
　
亜
由
美
 

石
川
県
金
沢
市

㈱
完
誠
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 

富
山
市

林
　
　
　
　
　
勲
 

高
岡
市

岩
　
城
　
　
　
聡
 

富
山
市

林
　
　
　
直
　
樹
 

高
岡
市

前
　
田
　
祥
　
子
 

富
山
市

林
　
　
　
よ
し
子
 

高
岡
市

塩
　
澤
　
由
　
貴
 

富
山
市

荒
　
木
　
昌
　
子
 

富
山
市

河
　
原
　
三
喜
子
 

氷
見
市

河
　
原
　
敏
　
夫
 

氷
見
市

北
陸
銀
行
　
五
福
支
店
 

富
山
市

有
　
沢
　
　
　
守
 

富
山
市

藪
　
　
　
敏
　
文
 

砺
波
市

松
　
尾
　
武
　
志
 

富
山
市

中
央
管
機
カ
ク
ユ
ー
㈱
 

富
山
市

坂
　
井
　
駿
　
男
 

富
山
市

梶
　
　
　
ト
ヨ
ミ
 

高
岡
市

水
　
尾
　
　
　
豊
 

富
山
市

㈱
島
田
樹
脂
 

富
山
市

山
　
本
　
真
紀
子
 

射
水
市

沖
　
村
　
利
　
秋
 

富
山
市

村
　
井
　
和
　
子
 

高
岡
市

宮
　
本
　
直
　
樹
 

富
山
市

林
商
会
㈱
 

富
山
市

平
　
野
　
宏
　
枝
 

富
山
市

麦
　
谷
　
正
　
二
 

富
山
市

麦
　
谷
　
理
　
香
 

富
山
市

麦
　
谷
　
直
　
子
 

富
山
市

麦
　
谷
　
和
　
夫
 

富
山
市

竹
　
部
　
宗
之
進
 

高
岡
市

竹
　
部
　
昭
　
子
 

高
岡
市

豊
　
岡
　
千
恵
子
 

富
山
市

穴
　
口
　
知
　
康
 

滑
川
市

稲
　
場
　
　
　
税
 

滑
川
市

宮
　
　
　
和
貴
夫
 

富
山
市

稲
　
場
　
数
　
馬
 

滑
川
市

穴
　
口
　
美
喜
子
 

滑
川
市

海
　
内
　
孝
　
明
 

射
水
市

エ
イ
チ
ア
ン
ド
エ
ヌ 

金
坂
浩
嗣
 

 

富
山
市

纐
　
纈
　
真
由
美
 神

奈
川
県
横
浜
市

澤
　
田
　
　
　
勇
 

富
山
市

日
本
海
建
興
㈱
 

富
山
市

吉
　
田
　
良
　
一
 

富
山
市

須
　
沼
　
溥
熙
子
 

富
山
市

㈱
ナ
カ
ダ
メ
タ
ル
　
 

射
水
市

サ
ン
ウ
ッ
ド
薬
局
牛
島
 

富
山
市

藤
　
木
　
恵
　
子
 

富
山
市

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
富
山
支
店
 

 

富
山
市

北
日
本
放
送
㈱
 

富
山
市

兼
　
松
　
　
　
茂
 

高
岡
市

松
　
村
　
実
　
華
 

滑
川
市

沖
　
村
　
富
美
子
 

富
山
市

室
　
　
　
賢
　
一
 

射
水
市

村
　
上
　
祥
　
子
 

射
水
市

濵
　
井
　
秀
　
之
 

射
水
市

野
　
上
　
郁
　
子
 

富
山
市

大
　
西
　
正
　
昭
 

南
砺
市

大
　
西
　
悦
　
子
 

南
砺
市

大
　
門
　
美
和
子
 

高
岡
市

大
　
門
　
信
　
吾
 

高
岡
市

西
　
田
　
　
　
進
 

富
山
市

西
　
田
　
紀
代
子
 

富
山
市

㈲
三
輪
商
会
 

富
山
市

中
　
野
　
英
　
和
 

富
山
市

カ
マ
ド
ヤ
球
場
前
店
 

富
山
市

澤
　
﨑
　
敏
　
雄
 

富
山
市

八
　
川
　
鐵
　
夫
 

富
山
市

テ
レ
通
㈱
 

富
山
市

石
　
田
　
隆
　
司
 

岐
阜
県
飛
騨
市

東
　
　
　
角
太
郎
 

砺
波
市

朴
　
木
　
　
　
進
 

中
新
川
郡

中
　
村
　
　
　
聡
 

射
水
市

土
　
田
　
伸
　
幸
 

高
岡
市

㈱
サ
プ
ラ
イ
 

富
山
市

北
　
村
　
悦
　
子
 

富
山
市

北
　
村
　
正
　
二
 

富
山
市

伊
　
東
　
惠
　
子
 

富
山
市

伊
　
東
　
克
　
良
 

富
山
市

土
　
井
　
　
　
巌
 

南
砺
市

土
　
井
　
章
　
子
 

南
砺
市

宮
　
崎
　
早
　
苗
 

射
水
市

正
　
田
　
　
　
隆
 

高
岡
市

熊
　
本
　
　
　
正
 

富
山
市

㈱
浪
速
電
機
工
業
所
 

富
山
市

㈱
淀
川
ラ
ン
ド
リ
ー
 

富
山
市

長
　
沢
　
利
　
光
 

富
山
市

城
　
石
　
則
　
子
 

富
山
市

荒
　
城
　
文
　
子
 

中
新
川
郡

北
　
村
　
玲
　
子
 

石
川
県
金
沢
市

荒
　
城
　
法
　
隆
 

中
新
川
郡

田
　
中
　
碩
　
子
 

富
山
市

北
　
村
　
　
　
進
 

石
川
県
金
沢
市

田
　
中
　
晴
　
夫
 

山
梨
県
北
杜
市

藤
　
田
　
　
　
藹
 

射
水
市

北
　
村
　
勝
　
夫
 

石
川
県
金
沢
市

島
　
津
　
勝
　
美
 

富
山
市

小
　
林
　
ひ
ろ
み
 

富
山
市

金
　
子
　
征
　
洋
 

富
山
市

小
　
堀
　
　
　
徹
 

富
山
市

山
　
崎
　
恵
　
一
 

富
山
市

田
　
畑
　
久
　
江
 

富
山
市

室
　
澤
　
尚
　
史
 

高
岡
市

浜
　
松
　
志
　
織
 

富
山
市

村
　
家
　
　
　
博
 

富
山
市

五
十
嵐
　
　
　
務
 

富
山
市

池
　
原
　
　
　
清
 

射
水
市

池
　
原
　
律
　
子
 

射
水
市

石
　
田
　
浩
　
二
 

富
山
市

中
　
澤
　
一
　
行
 

富
山
市

土
　
佐
　
貴
　
広
 

氷
見
市

中
　
谷
　
信
　
夫
 

富
山
市

田
　
代
　
貞
　
子
 

富
山
市

田
　
代
　
広
　
之
 

富
山
市

㈲
瀧
味
堂
 

富
山
市

小
　
林
　
正
　
明
 

砺
波
市

横
　
山
　
和
　
子
 

富
山
市

片
　
田
　
　
　
弘
 

魚
津
市

中
　
田
　
征
　
夫
 

中
新
川
郡

笹
　
谷
　
　
　
守
 

富
山
市

ホ
ー
チ
キ
㈱
富
山
営
業
所
 

富
山
市

安
　
元
　
明
　
美
 

射
水
市

森
　
川
　
清
　
司
 

滑
川
市
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ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
報
道
さ
れ
て
か
ら
、
は
や
２
年
が
経

ち
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
の
財
政
改
革
に
伴
う
痛
み
分
け

は
、
国
の
借
金
が
１
千
兆
円
と
聞
か
さ
れ
て
は
、
や
む
を

得
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
４
月
18
日
の
後
援
会

総
会
で
、
園
長
の
挨
拶
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
社
会

福
祉
法
人
め
ひ
の
野
園
に
対
す
る
補
助
金
も
年
々
厳
し
く

な
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
保
護
者
会
と
し
て
は
、

そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
め
ひ
の
野
園
と
と
も

に
歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
保
護
者
会
の
今
後
の
課
題
と
し
て
次
の
２
点
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
今
進
行
中
の
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
委
員
会
」
動
向

②
う
さ
か
寮
年
金
管
理
委
員
会
の
外
部
委
託

①
に
関
し
て
は
、
切
望
さ
れ
て
い
る
保
護
者
も
あ
ろ
う

か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
何
と
か
９
月
の
申
請
に
こ
ぎ
つ

け
れ
ば
よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
に
関
し
て
は
、
保
護
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
年
金
管

理
委
員
会
の
委
員
の
後
任
が
い
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

背
景
に
あ
り
ま
す
。
外
部
委
託
に
あ
た
っ
て
は
、
い
ろ
い

ろ
な
問
題
が
生
じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
手
を
と
り
合
っ
て

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
園
と
保
護
者
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
何
と
か
が
ん
ば
っ
て
実
現
し
た
い
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

保
護
者
会
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

（
Ｈ
27・
２・
24
〜
Ｈ
27・５・
15
）敬
称
略

本
号
の
「
と
っ
て
お
き
・
め
ひ
の
」
に
も

紹
介
し
て
あ
る
が
、
五
月
十
七
日
〜
十
八
日

の
二
日
間
、
当
園
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利

用
者
た
ち
一
行
三
十
二
名
が
、
三
月
十
四
日

に
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
に
乗
っ
て
、「
北

陸
新
幹
線
で
行
く
東
京
の
旅
」
に
行
っ
て
き

た
。
行
程
に
つ
い
て
は
、
本
号
の
中
で
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
、
私

も
十
八
日
の
午
後
か
ら
東
京
で
会
議
が
あ
っ

た
た
め
、
二
日
目
の
行
程
の
「
浅
草
」
の
部

分
だ
け
一
時
間
程
、
彼
ら
と
合
流
し
た
。

「
浅
草
」
と
い
う
街
は
、
私
に
と
っ
て
大

変
思
い
出
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
が
ま
だ

学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
友
人
の
自
宅
が
あ
っ
た

た
め
、
何
十
回
と
訪
れ
た
街
で
あ
っ
た
。
当

日
は
、
会
議
の
開
始
時
刻
の
都
合
上
、
雷
門

で
合
流
し
、
仲
見
世
通
り
を
歩
い
て
宝
蔵
門

を
く
ぐ
り
、
東
京
で
最
も
古
い
寺
院
の
浅
草

寺
ま
で
の
参
道
を
、
小
一
時
間
程
か
け
て
利

用
者
た
ち
と
歩
い
た
。
学
生
だ
っ
た
当
時
と

全
く
変
わ
ら
な
い
風
景
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た

が
、大
き
く
違
う
点
が
二
点
あ
っ
た
。
一
つ
は
、

雷
門
通
り
の
吾
妻
橋
側
に
そ
び
え
立
つ
「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

外
国
人
観
光
客
の
多
さ
で
あ
っ
た
。

時
間
が
許
せ
ば
、日
本
最
古
の
遊
園
地
「
浅

草
花
や
し
き
」
や
国
際
通
り
も
再
び
訪
れ
た

か
っ
た
。
し
か
し
、
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
な
つ
か
し
い
「
浅

草
」
の
街
で
、
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
ひ
と
と

き
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
　
　（
匡
記
）

（
Ｈ
27・
２・
28
〜
Ｈ
27・５・14
）敬
称
略

寄
付
金
振
込
口
座
番
号

　
北
陸
銀
行
五
福
支
店
　
店
番
号
140

　
普
通
預
金
４
０
４
１
５
４
２

　
社
会
福
祉
法
人
　
め
ひ
の
野
園

中
　
田
　
　
　
匡
 

富
山
市

富
山
短
期
大
学
 

富
山
市

め
ひ
の
野
園
後
援
会
 

富
山
市

石
　
橋
　
孝
　
史
 

富
山
市

佐
藤
理
容
院
 

富
山
市

富
山
市
仏
教
連
合
会
 

富
山
市

富
山
市
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉
課
 

清
川
　
　
亨

 

本
江
　
　
裕

大
信
産
業
㈱
 

政
二
　
憲
作

㈱
ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
北
陸 

高
岡
営
業
所
 定

広
　
　
聡

富
山
家
庭
裁
判
所
 

吉
村
　
和
子

 

古
賀
　
正
弘

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
や
ま
 

川
口
　
明
美

堤
商
事
㈱
 

市
川
　
　
正

㈱
ア
イ
ン
メ
デ
ィ
オ
 

佐
藤
　
展
宏

梅
の
花
　
富
山
店
 

庄
子
　
忠
雄

㈲
タ
イ
セ
イ 

ツ
ア
ー
ズ
 

長
峰
研
太
朗

富
山
西
警
察
署 

池
多
警
察
官
駐
在
所
 

松
浦
　
三
朗

西
金
屋
自
治
会
 

市
川
　
　
健

㈱
完
誠
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
 

小
幡
　
完
治

 

上
原
　
　
哲

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱
 早

坂
　
　
均

㈱
日
本
道
路
案
内
標
識
 

入
野
　
愛
子

富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部
付
属
特
別
支
援
学
校
 

野
原
　
秀
年

 

野
﨑
　
美
保

富
山
県
呉
羽
青
少
年
自
然
の
家
 

中
橋
　
文
夫

 

谷
山
　
博
徳

日
本
海
建
興
㈱
 

福
田
　
貴
之

衆
議
院
議
員
田
畑
裕
明
　
秘
書
 

今
村
可
奈
子

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
や
ま
 

高
野
　
勝
洋

森
産
業
㈱
　
中
日
本
支
社
 

小
川
　
一
夫

北
陸
綜
合
警
備
保
障
㈱
 

小
瀬
　
亜
弓

富
士
産
業
㈱
　
富
山
事
業
部
 

小
川
　
一
英

㈱
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
 

藤
畑
　
正
志

富
山
第
一
銀
行
　
呉
羽
支
店
 

鳥
内
　
政
成

日
通
商
事
㈱
　
富
山
営
業
支
店
 

真
辺
　
謙
一

今
井
　
哲
治
（
保
護
者
会
会
長
）

　
飛
騨
市
か
ら
助
成
金
を
い
た
だ
き
、
飛

騨
流
葉
牧
場
に
新
た
な
飛
騨
地
鶏
飼
育
用

鶏
舎
と
、
利
用
者
の
休
憩
用
の
プ
レ
ハ
ブ

ハ
ウ
ス
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
事
業
完
了
の
報
告
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

飛
騨
市
の
助
成
に
よ
る
、飛
騨
流
葉
牧
場
の
鶏
舎
及
び
プ
レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス
の
整
備
完
了

表
紙
写
真
は
、
５
月
17
日
㈰
に
行
わ
れ
た
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
様
子
。
保
護
者
会
会
長
の
今
井
さ
ん（
写
真
上
右
）を
は
じ
め
、

保
護
者
会
の
皆
さ
ん
と
園
職
員
が
協
力
し
て
、
花
壇
の
整
備
や

溝
掃
除
、
藪
の
手
入
れ
な
ど
、
園
周
辺
の
環
境
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

鶏
　
舎

　
一
、総
事
業
費
　
３
，０
４
０
，８
０
０
円

　
一
、助
成
金
額
　
１
，０
０
０
，０
０
０
円

プ
レ
ハ
ブ
ハ
ウ
ス

　
一
、総
事
業
費
　
２
，５
９
２
，０
０
０
円

　
一
、助
成
金
額
　
１
，２
７
６
，５
６
０
円

　
消
防
法
施
行
令
の
改
正
で
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
、

火
災
発
生
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

が
入
所
す
る
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
は
、

面
積
に
関
係
な
く
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
に
あ
た
り
、「
平
成
26

年
度
富
山
市
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
臨
時
特
例

事
業
費
補
助
金
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
、
整
備
の
報
告
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　 共
同
生
活
援
助（
介
護
サ
ー
ビ
ス
包
括
型
）事
業
所

梨
の
木
苑

　い
わ
せ
の
Ａ
棟
・
Ｂ
棟「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
」整
備
完
了

　
一
、総
事
業
費
　
７
，６
３
５
，６
０
０
円

　
一
、補
助
金
額
　
５
，５
０
０
，０
０
０
円

プレハブハウス鶏　　舎スプリンクラーが設置された「いわせのA棟・Ｂ棟」

（1）　第104号　平成27年6月3日 第104号　平成27年6月3日 　（12）


